
 
気仙沼向洋高等学校  進路指導部 

 

進路通信06号 

IGHT HOUSE 
※light houseとは「灯台」を意味します。向洋生の未来（進路）を照らし、航海（将来）が順調に進む「道標」となりますように。 

平成２９年１１月２４日(金）発行 

       進路と向き合う その２ ～履歴書・志望理由書・作文試験から考える～ 
                                               

                                                                      
進路指導部長 岸 貴司 

 
 ここ数年、特に文章を書くことが苦手な生徒が増えているように思います。文章を書く力は進路実現に
は非常に大切なことです。当たり前ですが、就職志望者は必ず履歴書を作成します。「なぜこの企業を受
験したいのか」「企業見学の感想」「部活のこと・学校生活のこと・自分はどんな人間なのか」など、短い文
章の中にしっかり自分をアピールする必要があります。しかし、この履歴書がまともに書けない生徒が多
いです。『進路の手引き』に模範例があり、クラスでも履歴書練習をしているのにも関わらず、書けないの
です。最終チェックをする私としては「こんな幼い文章でここを受験するの！？」「これって高校生の文章
じゃないだろう」「こんな漢字も書けないの！？」「これはひどいなぁ・・・」と生徒の履歴書を読んでがっかり
することもあります。 

 進学希望者も同じです。先輩達が多く受験する高等技術専門校や宮城調理製菓専門学校、東北職業
能力開発大学校などなど、そしてどの大学・短大でも「願書」「志望理由書」「自己アピール用紙」「エント
リーシート」という名の多くの文章（志望理由・自己アピール・進学先で学びたいことなど）を書くことになり
ます。これも書けない生徒が多い。そしてまた私が「これはどうかな・・・」「こんな雑な字で・・・」と頭を抱え
てしまうのです。小・中・高とあれだけ国語や漢字を勉強しているのにも関わらず、何より自分の人生を決
める文章なのに、書けない生徒がいるのです。笑い事ではなくこれが現実です。そして間違いなく１～２年
生全員が進路実現のために直面する問題です。 
  大学・短大のＡＯ入試や推薦入試で小論文試験があるのは当たり前ですが、就職試験でも多くの企業が

作文試験を導入するようになりました。企業の人事担当者の方に話を伺うと、「作文は文章として、文字と
して形に残るので、受験する生徒の思いやアピール（部活動や資格など）が直接伝わる」と言われました。
そして、誤字・脱字もきちんとチェックしているそうです。 
  
下は先輩達が過去に受験した企業の作文試験の出題例です。 
 □ (株)クボタ宇都宮工場 （８０分・４００字・学科試験込み） 
   「高校時代で最も努力したこと。それでどのように成長したか」 
 □ (株)気仙沼商会 （４５分・８００～１２００字） 
   「私が今までに一番感動したこと」 
 □ (株)気仙沼ホテル観洋 （９０分 試験込み レポート用紙１０行程度） 
   「①どんな社員になりたいか②水産・観光会社を選んだ理由③社会情勢に対する考え 
    ④食品会社に求めること」 
 □ アイリスオーヤマ(株) （６０分 字数制限なし） 
   「新聞記事『私の履歴書』を読んでの感想」  
 

 今年３年生の先輩達が受験した企業のうち、実に２０社が作文試験を採用しています。そしてその数は
年々増えています！もちろん進路指導部でも様々な対策を行っています。就職志望者には３年生７月・８
月に履歴書の書き方ガイダンス、７月に就職作文模試、８月～作文添削指導、進学志望者には７月小論
文対策講座、７月～小論文・推薦入試対策添削指導、公務員志望者５月～作文添削指導などです。 
  ここまで読むと「国語力がない」と思うかもしれませんが、本校生徒の基礎力診断テスト（ベネッセ）の結

果を見ると、国語の学力は決して低くないのです。やはり原因はメールを打つことに慣れてしまった、つま
りスマホや携帯電話、タブレットＰＣでしょうか。「スマホを触るな！」とは言いませんが、これから社会に出
る皆さんに求められる力の一つに「表現力（書く力）」があることは間違いありません。進路と向き合い、
「自分の思いを自分の言葉で正しく表現する力」を伸ばすことができるよう、ぜひ“書くこと”を大切にして
下さい。 



第二弾となる今回は、産業経済科の4人にインタビューをさせてもらいました。 

採用内定者の声 

 
産業経済科（ 食品開発類型）：  熊谷 幸人    部活動：卓球部 
 
内定先：株式会社斉吉商店     

 

 この企業を選んだきっかけは、インターンシップ時に、アットホームな
職場の雰囲気を感じたからです。就職対策で一番苦労したことは、面接
練習です。最初は、あまり話せませんでしたが、回数を重ねる度にたくさ
ん話せるようになりました。面接でアピールできたことは、部活で頑張っ
たことや、自分がこの会社に就職したいという意気込みです。これから
就職活動をしていく後輩の皆さん、しっかりと就職対策をしておいたほう
がいいと思います。面接練習はたくさんやりましょう。 

産業経済科（食品ビジネス類型）： 小野寺 楓  部活動：男子バスケ部 
                                          (マネージャー)              
内定先：アイリスオーヤマ株式会社 
 
  今まで学んできたパソコン、簿記などを生かせる仕事に就きたかったの

でこの企業を志望しました。ガイダンスの際に、金銭面でも安定している
と聞きますます興味を持ちました。企業見学では、社員の方々の生き生
きと働く姿に憧れを持ちました。対策としては、面接重視で練習しました。
内容を明確にし、伝えたいことをはっきりと伝え、入退室仕方やお辞儀の
角度などにも注意しました。先生方からのアドバイスを受け、改善し次の
練習では前回よりも良くなるように心掛けました。苦労したことは、歩き方
がおかしく、普段の生活から直すべきでした。面接では主に部活動（経験
したことを通して仕事へどう生かしていきたいか）や、商品開発の授業で
得たことなどが大きなアピールポイントとなりました。普段の生活から進
路について意識することが大切です。毎日コツコツ努力すれば自信を
持って本番に臨むことができます。練習あるのみ！頑張って下さい！！ 



 
 

産業経済科(食品開発類型）： 梶原 真央  部活：軽音学部 
 

   就職内定先：住研工業株式会社 
 

 高校で学んだ情報処理や簿記などの技術を生かして事務職に就きた
かったのが、一番の志望理由です。また、気仙沼の復興や人々の暮ら
しに貢献したいと強く思ったこともこの企業を選んだきっかけです。面接
練習では、話し言葉「え～と」が直らなくて苦労しました。そして、笑顔で
話すのが大変でした。面接でアピールできたことは、この職場で働きた
いという気持ちと、緊張を見せずに元気よく受け答えできたことだと思
います。面接練習では、とにかく笑顔で！礼儀正しく！楽しむ！と言う
気持ちを忘れずに。 

 
 

産業経済科（食品ビジネス類型） 三浦 昴 部活：野球部 
  
   就職内定先：株式会社ホウスイ 

 

 私は経済の中心地である関東周辺で、これまで学んだ知識を生か
せる会社で働きたいと思っていました。そして、会社見学を通して、首
都圏の職を根元から支え、社員一人一人から熱意を感じ、私もここで
働きたいと強く思ったことが企業を志望したきっかけです。就職対策と
しては、SPIの問題を解くことと面接練習をしました。特に、面接練習に

力を入れました。本番に頭が真っ白になり、自分の考えをうまく伝えら
れなかったことがこれまでに多々あったからです。多くの先生方と練
習を行い、本番ではしっかりと考えを述べることができました。面接で
聞かれたことは、志望動機、趣味、部活動など様々なことでした。特
に、部活動での経験を話す中で自分自身の人となりを面接官にア
ピールできたのではないかと思います。 

 後輩達へのアドバイスとして、会社についての情報収集や試験対策
など準備をすることが大切です。その準備期間が早ければ早いほど
優位に立てます。様々なケースを考えての面接練習では、特に岸先
生はいいアドバイスをくれるので一回練習してもらった方がいいです。 

 



編集後記＆金田語録 
 最近は非常に寒くなってきましたが、体調管理は大丈夫でしょうか。考査の真っ只中ということもあり、どうしても遅い時間
まで勉強してしまう人もいるかと思いますが、まずは勉強するにも体が資本。休むときはしっかりと休み、やるときはやる。メ
リハリをつけましょう。『健全な精神は健全な肉体に宿る』by ユウェナリス(古代ローマ時代の詩人）          

 

 

次号予告 
   合格者の声第三弾 
      (機械技術科より) 
 進路部より冬休み課題 

 
今後の行事予定 

 11/24 (木)～11/29(水) 第3回定期考査 
 12/5   (火)進路ガイダンス(1年) 
 12/12(火)お仕事マップ(1年) 
                       内田クレペリン検査(2年) 
 1/9     (火) 進路模試(1,2年) 

 

第3回考査スタート！ 

さあ、テストだ！勉強しなきゃ！と思いつつも、どう勉強すればいいか分からないという皆さんの声に今回は、先生方
は高校時代どのように勉強してきたのかを調査してみました。先生方も昔は、皆さんと同じように高校生でした。どの
ように勉強をしてきたのでしょう？初回は、あの先生です！ 
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*就職希望者は公務員も含む ＊受験中は応募前・２社目含む 
*受験待ちは出願前・結果待ち含む *未定は縁故含む 

                           H29.11.22時点 

 数学はスポーツだ！」という言葉を、私の授業を受けているクラスの皆さんは覚えているでしょうか。 

部活動での練習と同様に、数学も日々コツコツと問題練習を重ねていくことが、テストで点数を取る一番の
近道です。私の場合は数学が好きな科目だったということもあり、ゲームをどんどん進めていく感覚で学校
の問題集や塾のテキストなどを解き進めていました。そのため、テスト直前になって数学を慌てて勉強する
必要は無く、その分、他の科目に時間を割いて勉強することができました。 

 数学を短期間でゼロの状態から仕上げるのは非常に困難です。「対策プリントを渡されてから勉強しよ
う！」では間に合いません。普段の授業の中で解いてきた問題、チェックテスト、週末課題、そして問題集
…………日々の練習メニューを欠かさずこなした上で初めて、渡された対策プリントが「こうかはばつぐん
だ！」となります。 

 コツコツやって身に付けてきたものならば、テストを乗り切るためだけに一夜漬けで覚えたものとは違って、
そうそう簡単には忘れません。身体が覚えていてくれます。そうすれば、３年生になって進学・就職・公務員
いずれの試験で数学と向き合う際にも、ゼロの状態から勉強し直す必要がなくなり、皆さんの希望する進路
にもかなり近道ができるはずです。じゃあ、いつ数学やるの？ 
  

                         今でしょ！      数学科 岩村圭佑 


